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原発事故と住民の生命・健康

1. 東海第⼆原発⽔⼾地裁判決
2. 311甲状腺がん⼦ども訴訟

3. 3.11直後に茨城県内で出産した⼥性の不安と葛藤
4. 福島の放射線被ばく

乾 康代（茨城）

第33回全国研究集会in奈良
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東海第二原発水戸地裁判決（2021.3.18）
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水戸地裁判決の構造

原告団作成
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東電ホールディングス「原告らの被ばく線量は，甲状腺等
価線量で10ミリシーベルト以下と推定され，被ばくによ
り甲状腺がんが招来されたという関係は認められない」

高橋博子「UNSCEARは，原⼦⼒を使 えることを⽬的とする組
織，被ばくによる健康影響を過⼩評 価する動機がある」 

UNSCEAR（原⼦放射線の影
響に関する国連科学委員会）

の推定値

福島県専門家会議「多発し
ている甲状腺がんは被ばく
とは関係がない」 
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「⺟親代表で廃炉求める/ 原電前で⾦曜⾏動」
東京新聞，2020年4⽉30⽇

2011年3月4日，茨
城県内で出産した
女性の葛藤と不安
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福島第⼀原発

東海第⼆原発
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3/17 ⼩学校再開，⻑⼥
通学開始
3/22 次⼥保育園登園開
始
3⽉下旬 「つくばのお⺟
さんの⺟乳からセシウム
検出」ニュース
夏頃 ⾃宅内
0.08~0.15μSv，家庭菜園
0.2μSv，⾬樋の下
0.3μSv，国営ひたち海浜
公園1.0μSv超，警告⾳

OurPlanetTV作成

3/12 15:36 １号機
⽔素爆発建屋⼤破
3/14 11:01 ３号機
⽔素爆発建屋⼤破
3/15 11:25 ２号機
格納容器破損
3/15 6:14 ４号機
⽔素爆発建屋⼤破

セシウム134，137が大気浮遊粒子状物質（SPM）

測定器のろ紙に最も多く付着していた時間と濃度
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国と福島県

（事故時）

危険を知らせない
ヨウ素剤を服⽤させない
被ばくさせるに任せる
（事故後）

被ばく被害を認めない
すべて⾵評被害とする
（そして）

原発回帰

加藤聡子「チェルノブイリ並み初期被ばくにより多
発した福島甲状腺がん」

（結論）

1. 福島の甲状腺がんの発⽣は，個⼈線量・地域線量に⽐例し
て増える。原発事故による放射線被ばくが原因であり，過
剰診断によるものではない。

2. 福島の甲状腺被ばくはUNSCEARの約70倍と推定される。
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